
これまでの検討経緯について
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平成29年7月26日
●大規模水害タイムライン策定部会 発足式
●平成29年度大規模水害タイムライン策定部会

平成29年8月28日
●第１回意思決定ワーキング

平成30年1月18日
●第３回意思決定ワーキング

Ｈ２９

平成29年10月22日 台風21号

平成29年11月21日
●第２回意思決定ワーキング

• タイムラインとは

• 流域市長によるタイムラインに対す
る期待

• 大阪府の気象特性について

• グループワーク「頻発する豪雨が寝
屋川流域で発生した場合の想定リ
スクとリスクに対するタイムラインの
活用策」

• 想定災害シナリオとハザードの選
定

• グループワーク「想定リスクと影響
の抽出」

• 水位、浸水状況の時系列変化等の
情報提供

• グループワーク「台風21号のふりか
えりと防災行動の抽出」

• グループワーク「防災行動の確認と
タイミングの修正」

検討の流れ（平成29年度）

平成２９年度成果とりまとめ
ブロック別ワーキングへ

Ｈ３０



Ｈ３０ 平成30年4月26日
●第１回ブロック別ワーキング

平成30年5月29日（八尾市）、30日（大東市）、31日（東大阪市）
●モデル市個別ワーキング

平成30年8月9日（予定）
●寝屋川流域協議会

平成30年7月31日 【本日】
●第２回大規模水害タイムライン策定部会

寝屋川流域大規模水害タイムライン完成式

• 各モデル市別浸水状況の確認

• 各モデル市における防災行動の確
認とタイミングの修正

• 役割分担の確認
• 防災行動やタイミングの最終確認

検討の流れ（平成30年度）

平成30年6月18日 大阪北部地震

関係機関への意見照会

• 図上訓練



寝屋川流域大規模水害タイムライン

２．タイムラインの概要

寝屋川流域はその大部分が低平地であり、流域の約３／４は雨水が自然に河川に流れ込まない「内水域」であることから、
下水道により雨水を集めポンプで強制的に河川へ排水している地域です。

こうした厳しい地形状況の中、流域住民の暮らしを洪水から守るため、国、府、流域１１市が協力して、寝屋川流域総合治
水対策協議会を設立し、平成2年4月に「寝屋川流域整備計画」を策定し、新たな治水施設の建設や流域対策など、河川と
下水道と流域が一体となった総合的な治水対策を進めてきました。
現在は、平成14年7月に策定した「淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画」
に基づき、引続き治水対策を進めるとともに、環境対策にも取り組んでいます。

こうした取組みもあり、図－１に示すとおり、平成９年８月と平成２３年８月に
発生した同規模の降雨に対する浸水戸数を比較すると、施設整備等の効果も
あり、浸水戸数が大きく減少しました。

図－１

しかし、平成２４年８月の局地的豪雨では、時間最大雨量１１１ミリ、総雨量１
５９ミリといった、大きな降雨が発生し、流域全体で１９，６３４戸の浸水、うち２，
５５４戸が床上浸水と大きな被害が発生した事例も起こっています。

このような状況の中、施設整備などのハード対策だけではなく、 災害対策基本法に基づき地域防災計画の策定と状況の
変化に応じた見直し作業、浸水想定リスク図の公表やハザードマップの策定、各自治体が作成する避難判断マニュアル、
河川管理者等と流域市をつなぐホットラインの構築など、洪水や内水浸水から流域住民の命を守るため、様々なソフト施策
にも取り組んできました。

地震などの発生予測が難しい「突発型災害」と異なり、台風等の風水害は、発生から被害が発生するまで、時間的猶予が
あり、先を見越した対応をあらかじめとることで、被害を最小限にすることが可能な災害です。

そこで、流域内の各機関の枠を取っ払い、これまで積み上げてきたソフト施策を時間軸（タイムライン）に特化して整理する
ことで、災害発生数日前から、段階に応じた早めの対応による被害のさらなる縮小を目的として策定を行うこととしました。

１．タイムラインとは？
災害の発生を前提として、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、
「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画です。事前防災行動計画とも言われています。

台風等によって災害の発生が見込まれる場合にタイムラインを運用することで、関係機関の円滑な連携が図られるととも
に、先を見越した適時的確な防災対応を行うことができます。

寝屋川流域大規模水害タイムラインの構成

タイムライン構成イメージ

５．総括図

４．詳細表

３．総括表

２．タイムライン想定シナリオ

１．タイムラインの概要

表紙

【概要・想定シナリオ】

概要
作成方針や想定シナリオの
選定経過等を記載

想定シナリオ
台風の経路や降雨情報
河川水位、浸水発生
などの情報を記載

【総括表】 【詳細表】

総括表
行うべき防災行動の項目をタイムラインステージと
役割や機能ごとに記載することで、どのステージで
どういった行動（なに）をすべきかがわかる資料。

ＴＬステージ（7段階）
1～6日

111
台風情報

112
気象情報

121
河川水位

122
ポンプ運
転状況

211
判断・意
思決定

212
避難情報
の提供

221
避難所の
運営

222
避難誘導
の実施

231
要配慮
者の支援

232
小中学校

241
水防活動
の実施

242
（市）洪水
対策
施設操作

243
（市）パト
ロール道
路の管理
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情報・指
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240
現場対
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300大阪府土
木事務所

310
（府）パト
ロール道
路の管理

320
（府）洪水
対策
施設操作

330
住民避難

400近畿地整
410
情報の共
有

500
鉄道

510
利用者の
安全確保

600
ﾗｲﾌﾗｲﾝ

600
機能の維
持

700
報道

710
視聴者へ
の注意喚
起

○月1日台風発生 ○月8日19時 最接近3日前

パトロールの実施

治水施設の点検・確認

下水道施設の点検・確認

治水施設の点検・確認

下水道施設の点検・確認

雨水ポンプ（流域下水施設）の確認・点検 施設操作の実施・水門の開閉（準備を含む）

台風情報の周知

台風説明会開催の準備 台風説明会の開催

強風注意報の発表 大雨・洪水注意報の発表

台風説明会へ出席

動員体制・要員の確保 施設・資機材等の事前点検 警戒監視の開始

社内体制の構築 施設・資機材の点検 情報連絡体制の整備

社内体制の整備

台風情報の放送

台風説明会へ出席 社内体制の整備

取材班の配置・派遣

気象警報取材班の配置・派遣

台風情報の送出継続

台風情報収集

台風情報収集

台風情報収集

台風情報収集

台風情報収集

大雨・洪水警報の発表

台風情報収集

この間で確認。大雨洪水注意報発令時は最終確認
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水位 氾濫注意水位

避難判断水位 氾濫危険水位

以降、概ね１～２日程度浸水継続

避難情報周知の準備
・情報伝達手段（防災無線、一斉メール等）の周知

・防災無線の維持管理

隣接市町との事前連携
・隣接市町との事前連携、調整

防災啓発の実施
・ハザードマップの周知

・防災訓練の実施

水害対応の事前準備
・計画の作成、見直し

・資機材の準備、点検

資機材の点検・確認
・土のう等の水防資機材の点検、確認

・不足資機材の調達

水防体制の構築
・人員の確保/・水防組合への連絡/・交代要員の確認

各項目の実施時期を判断順次実施する。

治水施設の保守点検
・ポンプ、樋門等治水施設の保守点検

・スクリーン等の点検・清掃

・燃料の確保

施設の点検確認
・治水施設の点検

・スクリーン等の点検・清掃

・燃料の確保

実施時期も含めて判

断する。概ねSt1移行

時には実施する。

施設操作の実施
・樋門の開閉（準備を含む）

日常点検

・車両及び燃料の点検

・資機材の確認

パトロールの準備
・車両及び燃料の点検

・資機材の確認

パトロールの実施
・実施の判断

・市内のパトロール

・アンダーパスなど浸水常襲箇所の確認

・結果の報告、とりまとめ

開始時期も含めて判断する。概ねSt2移行前には実施する。

要注意箇所に対する注意喚起
・実施の判断

・住民への注意喚起の実施

開始時期も含めて判断する。

概ねSt2移行前には実施する。

避難施設の確保
・避難施設の確保

・避難施設の維持管理

避難所情報の周知
・避難所に関する情報の周知

避難所従事者の確保・検討
・避難所従事者の確保

・避難所従事者への避難所開設、運営に関する説明

防災啓発の実施

防災啓発の実施

水害対応の事前準備

台風説明会へ出席

水防体制の確認

台風情報の更新に伴い、随時実施。

水位等の監視 以降継続して情報収集を実施

台風説明会開催の周知 台風説明会へ出席

配備体制の検討 配備体制の再検討

水防体制の確立

関係機関への連絡体制の確認

以降継続して実施

気象情報の放送

参加機関の機能や役割

防災行動を記載

行動を実施する
部署・機関に〇をつける

水位や降雨の情報

→→時間経過→→

参加機関の機能や役割

防災行動を記載

実施時期も含め
防災行動を記載

ＴＬステージ（7段階）

【総括図】

詳細表
詳細な防災行動をタイムラインステージごとに列挙。
実際に行動を行う部署や機関を「〇」で明確化。
チェックリストのような役割を担う

総括図
総括表に記載した防災行動について、時系列で
示し、水位や降雨との関係性を明確化した資料。

部署や機関

寝屋川流域大規模水害タイムライン

３．タイムラインの想定シナリオ

【前線と台風の影響による記録的な大雨とそれに伴う浸水被害の発生】
・過去、寝屋川流域に大きな被害を及ぼした降雨を検証、前線と台風の影響による降雨を選定
・降雨規模としては東海豪雨（平成１２年９月）の降雨パターンが寝屋川流域全体に降った場合を想定

【台風の経路】

台風に関する諸条件
・○月１日にマーシャル諸島付近で発生
・○月１１日から１３日にかけて近畿地方を横断
・最接近は
○月１１日「夜のはじめ」から○月１２日「未明」

時刻

日付

時刻

最　大
風　速

風　向
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18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11
10日 11日 12日

0 1 2 3 4 5

【降雨及び風速・風向】

降雨・風速に関する諸条件
・総雨量５６７ﾐﾘ
・時間最大雨量９３ﾐﾘ／ｈ
・最大風速２０ｍ／ｓ



ワーキング・意見照会結果を踏まえたタイムラインの主な修正点

機関･役割 主な修正

100
トリガー情報提供

110 気象台 ホットラインに関する行動を追加

120 大阪府水防本部
ホットラインのタイミングを整理
行動主体として、土木事務所を（）書きで追記

130 大阪府災害対策本部 ―

200
流域市

210 情報・指揮
役割に「211 防災体制の構築」を追加
避難情報のタイミングを整理

220 避難支援 役割から「222 避難誘導」を削除。行動が出なかったため

230 要配慮者支援 小中学校再開のタイミングを追加

240 現場対応 ―

300 大阪府土木事務所等の現場対応
310（府）水防活動の実施320（府）洪水対策施設操作330 （府）
パトロール道路の管理

400近畿地整
他機関からの意見を基に「毛馬排水機場の運転」などの行動を
追加
役割を「410 情報の共有」から「410 水防活動の支援」に変更

500 鉄道 各社の行動とそのタイミングを整理

600 ﾗｲﾌﾗｲﾝ機能の維持
各社の行動とそのタイミングを整理

700 報道 ―

※その他、各機関からの意見照会結果をもとに、行動内容およびタイミングを修正


